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アブストラクト 
韓国の創世神話は国土の起源、人類の起源、文化の起源の三つが同時に語られる形式を取っている伝承が主流を
なしており、三者は密接な関連を持ちながら伝承される。またその創世神話は本土では、一部の地域に偏って伝
承されているが、済州島の場合は儀礼をともなう生きた神話として巫覡たちによって豊富に伝承されている。済
州島の創世神話は巫覡が一万八千の神々を呼び降ろして行う「初監祭」という神祭で機能する生きた神話である
点できわめて重要な意味を持っており、それは儀礼を伴わない、人の手によって書かれた記紀神話などの始原の
姿を類推するのに役立つ。そこで本稿では従来、儀礼との関連から言及がほとんどなかった済州島の巫覡による
創世神話を検討し、それが儀礼とどのように結びついて語られているのかについて論じている。また済州島の創
世神話が韓国本土の創世神話とどのように結びついているのか、両者の比較を通して韓国創世神話の特色を明ら
かにし、さらには日本を含む周辺地域の創世神話との関連についても述べている。 
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はじめに 
世界がいつ誰によって創造され、人間はどのようにして生まれて現在に至っているのか。それは昔から人類の大きな関
心事の一つであった。日本の記紀神話に準ずる韓国の『三国史記』や『三国遺事』とそれ以降に作られた文献のどこを
見ても、一部その片鱗は留めているものの、創世神話についての記載は見られない。そこで従来、研究者の間では混沌
とした宇宙空間から天地開闢などを語る創世神話が韓国には存在しないものとされてきた。しかし、韓国の創世神話は
民間の巫覡による本解（叙事巫歌）としては豊富に伝承されてきた。にもかかわらず、これが文献に記載されなかった
要因の一つとしては、高麗時代以前、古い神話を整理して記録する際に、歴史書中心の『三国史記』や『三国遺事』か
ら創世神話が外された可能性が考えられる。また高麗時代以降は、儒教的思考方式に支配され、巫覡による創世神話な
どは非現実的で非科学的なものとして扱われ、それは主に婦女を中心とする民間信仰の一つとして機能し、公の舞台で
はほとんどその姿を見せることがなかったためであろう。従って日本の記紀神話などのように創世神話が体系的に整理
され、成長することもなく、地域によって少しずつその様相を異にしながら巫覡によって口頭で伝承されてきたのであ
る。特に済州島は韓国本土と比べ、海に囲まれた島としての地理的要因もあって、巫覡による創世神話などが儀礼とも
結びつき、完璧とまでは言えないが体系的であり、その始原の姿をよく保ちながら濃密に伝承されてきたのである。 
韓国の創世神話をはじめて記録に留めたのは、民俗学者として日本でも名の知れる孫晋泰氏であった。氏は一九二
三年、今の北朝鮮地域の老巫女から創世神話を聞き取り、『朝鮮神歌遺篇』（1930、郷土文化社）に「創世歌」という巫
歌として収録された。その後、赤松至誠・秋葉隆両氏は済州島のシムバン（巫覡）の語る創世神話について聞き取り調
査を行い、「初監祭」（『朝鮮巫俗の研究（上）』朝鮮総督府、1937）として収載されている。戦後に入っては、一九六二
年、済州島の男巫から聞き取った創世神話が張籌根氏によってまとめられており（「あめつちの創め」、『韓国の民間信
仰 資料編』金花舎所収）、一九六四年には任皙宰氏によって、創世神話の「配布都業チム」が紹介されている（「済州
島で新たに得たいくつかのもの」、『済州島』第 17 号所収）。続いて一九六五年には北朝鮮の咸南から韓国に避難して
きた老巫女から聞き取った創世神話「聖人
せ ん
クッ」（任皙宰・張籌根両氏『関西地方巫歌（追加篇）』文教部）が採録され
ており、一九五九年～一九六七年には済州島の男巫の口述した創世神話が「初監祭」（玄容駿『済州島巫俗資料事典』新
丘文化社）としてまとめられている。また一九九四年には、死者の魂をあの世に送り届ける「四王迎え」のなかで語ら
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れる創世神話「四王迎え 初監祭」（『一九九四年東金寧ジュンダンクル大クッ資料集』）が済州伝統文化研究所によって
採録されており、最近では同じく「四王迎え」のなかで唱えられる創世神話が済州大学耽羅文化研究所（許南春所長、
『耽羅文化叢書 22 ドンボク鄭ビョンチュン宅 四王迎え』）によって紹介されている。このように韓国の創世神話は
諸氏の苦労や努力によって様々な伝承が採集されており、その伝承地域は、北朝鮮地域の咸南咸興や平北江界地域、半
島中部の烏山地域と済州島地域、東海岸地域など全国的分布は見せているが、特に済州島地域に豊富に伝承されてい
る。 
では韓国の創世神話についての研究はどうであろうか。先ず韓国神話研究の第一人者である徐大錫氏は「創世神話の
意味と変異」（『韓国神話の研究』集文堂、2001）において、現存の十三の創世神話資料を紹介し、創世神話の主な内容
は、「天地開闢」「日月調整」「人間創造」などの「この世が創造される話」と、「始祖神の出生過程」「二神の統治権争
い」などの「この世の始祖に関する話」の二つに分類している。このなかで後者の「この世の始祖に関する話」は「古
朝鮮の檀君神話」「高句麗の朱蒙神話」などの建国始祖神話と同軌のものであり、創世の話は文献に記載のなかった新し
い巫俗神話という点で注目されると説く。済州島の巫俗研究で著名な玄容駿氏は「済州島の開闢神話の系統」（『済州島
研究』5、1988）において、「天地王本解」は開闢神話であり、北方系統ではなく、南方文化の影響下で成立したと主張
する。済州島の創世神話の特徴は、「天地分離」と「射陽神話」の結合であり、このモチーフは沖縄をはじめ、中国南
部、台湾や東南アジアの創世神話と類似する側面があるので、黒潮に乗って済州島に入り、独自な開闢神話として成長
したと論じる。これに対して朴ジョンソン氏は、「東アジアの創世神話研究」（『創世神話の世界』召命出版、2002）に
おいて韓国の創世神話研究を満族とモンゴルと関連させて論じており、特に韓国とモンゴルの創世神話の類似性を伝播
論的な立場で説こうとし、玄容駿氏の南方説とは違って東アジアの創世神話を一つの系統として捉えようとする。 
李志映氏は「韓国創世始祖神話の伝承変異研究」（全北大学人文学研究所『創世神話の世界』2002）において、韓国
の創世始祖神話は「天地分離」「人間創造」「日月調整」「この世の始祖示現」に関する話であり、その話型は大きく「創
世歌型」と「天地王本解型」との二つに分類でき、この二つが結合して「配布・天地王本解型」が誕生し、ここからさ
らに「聖人
せ ん
クッ型」が派生したと推測する。この四つの話型のなかで「創世歌型」は「天地創造（天地開闢・日月調整）」
「この世の創造」「この世の統治権争い」「分治確定」のモチーフ、「天地王本解型」は「天神下降」「天父地母型神聖婚」
「この世の始祖の地上誕生」「父親探しの昇天」「この世の統治権争い」「分治確定」のモチーフを持つと論じる。さらに
「配布・天地王本解型」は「天地創造（天地開闢）」「天神下降」「天父地母型神聖婚」「この世の始祖の地上誕生」「父親
探しの昇天」「日月調整」「この世の統治権争い」「分治確定」のモチーフが抽出でき、韓国の創世神話は無秩序に伝承さ
れるのではなく、それなりに体系性を持って伝承されているという。 
以上の諸研究に対して、韓国の創世神話の資料を網羅し、これらを総合的視点から研究しようとしたのは神話研究
者の金憲宣氏であった。氏は名著『韓国の創世神話』（図書出版ギルボッ、1994）において、韓国の創世神話を韓国本土
と済州島の二大地域に分けており、本土の創世神話は、①天地開闢②創世神の巨神的性格③水と火の根本④人間創造⑤
この世の統治権争い⑥日月調停⑦狩り、火食、水木、岩石、七星信仰などの起源⑧天地父母の結合と始祖出生の八つの
モチーフ構成になっていると述べる。このなかで⑦以外の七つのモチーフは韓国創世神話の主流をなしていると説き、
済州島創世神話のモチーフとしては①天地開闢②寿命長者懲罰③天地王と地上国の女性との結婚④息子の父親探し⑤太
陽と月の調整⑥この世の統治権争いの六つを抽出している。しかしこうした済州島の創世神話のモチーフがそのまま本
土地域の創世神話に対応するものとは言えないという。たとえば済州島の神話に見える②寿命長者懲罰③天地王と地上
国の女性との結婚④息子の父親探しなどは、本土地域の創世神話には登場しない。また本土地域の創世神話の諸本には
弥勒がくっ付いていた天地を分離する巨人的性格の神として登場しているが、済州島の創世神話ではこのモチーフが後
退しており、天地を主体的に創造する創造主が済州島の創世神話では見えないのが特徴であると論じる。一方、日本で
の韓国創世神話についての注目すべき論考は、依田千百子氏｢神々の競争―朝鮮創世神話とその構造｣（君島久子『東ア
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ジアの創世神話』弘文堂、1989）である。氏は八つの韓国創世神話資料を紹介し、それぞれの諸本のモチーフを抽出し、
韓国創世神話を大きく北朝鮮地域を中心とする北部型と済州島地域の南部型に分類し、両地域はかなり異なった要素を
持つと述べる。そして韓国創世神話の範型と反復などの諸問題について詳細な考察を行っている。北部型は「天地混合
（天父地母）」「創造神による天体の整備」「二つずつ日月の出現（射日モチーフなし）」｢天から金銀の盤に落ちてきた虫
から男女が生まれた｣などの十一の主要なモチーフが抽出でき、南部型は「天地混合（甑餅のような密着）・巨鳥の観念」
「天地父母の結婚と分離」「二つずつの日月の出現」などの十二のモチーフが抽出できると説く。特に新しい見解として
韓国創世神話には王朝起源神話に顕著に表れている「卵生」の要素が認められないのは何故かと疑問を持ち、それを結
ぶものとして北部型に見える｢天降の虫｣から男女が生まれ、結婚して人類の祖になるという人類起源神話をあげてい
る。 
以上のように韓国創世神話についての研究はその話型の抽出や諸本間の構造分析など、様々な側面から研究が行わ
れてきた。しかし韓国本土と比べ、済州島の創世神話は巫覡の儀礼のなかで機能する生きた神話である点できわめて重
要な意味を持っており、それは儀礼を伴わない、人の手によって書かれた日本の記紀神話などの文献神話の始原の姿を
類推するのに役に立つ。そこで本稿では従来、儀礼との関連から言及がほとんどなかった済州島の巫覡による創世神話
を検討し、それが儀礼（巫儀）とどのように結びついて語られているのかを論じる。またその済州島の創世神話が韓国
本土の創世神話とどのように関わっているのか、両者の比較を通して韓国創世神話の特色を明らかにし、さらには日本
を含む周辺地域の創世神話との関連についても述べたい。 
 
一 創世神話の機能する祭儀ー鳥に乗って降臨する神々 
韓国の創世神話は、天地開闢や人間創造などの部分から始まる、①済州島の巫覡による「初監
ちょがむ
祭
じぇ
（招神祭）」の「配布
都業」「天地王本解」と、②韓国本土の巫俗神話のなかの創世神話とに大別でき、これ以外に最初の天地開闢や人間創造
などのモチーフを欠き、①②の創世神話のなかにある「弥勒と釈迦の二神の統治権争い」のモチーフが他の本解に結合
され語られるものが存在する。従来の諸研究では、これらのすべてを同一線上の創世神話として取り扱って論じてきた
が、部分モチーフが一致するだけで果たして創世神話と言えるかどうかの問題が生じる。 
済州島の創世神話は、巫覡・シムバンによる「クッ」という巫祭で唱えられる生きた神話である点で注目すべき伝承
である。済州島の巫祭は六人以上の巫覡のシンバンが動員され、四、五日以上継続して大規模で行う「大
くん
クッ」と一日
で終了する「 小
チャグン
クッ」とに分かれる。「大クッ」は家に疾病や災難などの不運が続き、占い師による神霊の祟りとい
う結果が出ると、祭りを行う日を決め、シムバンという巫覡に巫祭をお願いして行われるものである。祭りの準備が始
まると先ず家の板の間には神々を迎えるための三天帝釈宮祭壇、十王祭壇、本郷祭壇、死霊祭壇などの基本祭壇が設け
られる。その後は前庭に大竿
たんで
という神竿を立てるが、この神竿は「三千兵馬竿」とも呼ばれ、高さは六～七メートルほ
どで、それは白木綿で包み上げ、竿の頭の部分は青い葉の付いた竹笹を括り付け、下部には神霊の食料としての米袋や
鈴をぶらさげたりしたものである。また長い白木綿の一端を祭壇の母屋から引き出してこの神竿に結びつける。神々は
この神竿を通して降臨し、白木綿を通じて往来する。この白木綿を「タリ（橋）」という。その祭順は先ず一万八千の神々
を天から呼び降ろして祭場に迎え入れるまでの過程を語る「初監祭」から始まり、該当神の個別儀礼としての「仏道（産
育神）迎え」などを語り、最後に招いた一万八千の神々を送り返す「送神」儀礼までとなっている。 
済州島の創世神話はこの「大クッ」巫祭の最初の祭事である「初監祭」のなかで唱えられるものである。「初監祭」
をもう少し詳しく述べると、先ず「ペポドオプチム（配布都邑）」といって、天地開闢から日月星辰の発生、国土の形成
などを語り、創世神話の「天地王本解」が唱えられる。次は祭りの日にちと場所を告げる「ナルとクッソムギム」、神々
になぜ儀礼を行わなければならないのか、その理由や原因を説明する「チバンヨニュタックム」、一万八千の神々が住
んでいる宮の門を開ける「宮門開き」が行われる。「神々と人間はさほど違いがないでしょう。人間も門を開けなけれ
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ば入ることができないように、神も門を開けなければ入ることができません。今日、一万八千の神々が降臨しようとし
ているのに神門がどうなっているのかが気になります」と語り始める。神々は地上に降りて来るとき、鳥に乗って来る
といわれ、先ずはその降臨の場所を洗い清める。そして米や水を奉納し、神々を迎え入れる儀礼の「鳥ダリム」が行わ
れる。これは一万八千の神々が天上から鳥に乗って地上に降りてくるが、その神々を迎え入れる儀礼である。高句麗の
始祖神話でも天神の解慕漱の百余人のお供が皆白鳥（白鵠）に乗り、鳥の姿で降りてくるのをみると、神々が鳥に乗っ
て降臨する趣向はかなり古いことが考えられる。その神々は祭場から五里ほど離れた場所に降臨するが、その過程を語
る儀礼を「五里亭」と言い、その降臨場所から神々は馬などに乗り、祭りが進行される祭場に再度移動する。神々が祭
場に到着すると、神々をもてなす「チェッタリアンチョサルリョオム」儀礼が盛大に行われる。しかし巫覡は皆に付い
て来ないでまだ降臨の場所「五里亭」に居残っている神々がいないかを確認する意味で再度神々を招き入れる「チョン
デウ」儀礼を行う。最後に巫覡は神刀や鈴などの巫具を使い、一万八千の神々が漏れなく祭場に入ってきたのかどうか
を占うが、それを「サンバダブンブサリム」と言う。すべての神々が無事着いたのが確認されるとここで「初監祭」は
終わり、次の個別儀礼に移るのである。このように済州島の創世神話は、一万八千の神々を呼び降ろしてもてなす「初
監祭」祭儀のなかで機能する生きた神話なのである。 
 
 
済州島の巫覡・シムバンによる死霊祭「十王迎え」。写真は創世神話「天地王本解」の口誦後、クッの理由を語る「チ
バンヨニュタックム」祭儀。済州大学・玄丞桓教授提供 
 
二 済州島の創世神話内容 
前述のように済州島には一万八千の神々が住んでいると言われ、「初監祭」はそれらの神々を降ろして迎え入れる儀礼
であり、先ずは「ペポドオプチム（配布都邑）」といって、天地開闢から日月星辰の始まり、天地人の起源などが語られ
る。その冒頭は、 
天地混合を申そう。天地混合を申すには、天地混合の時節、空と地の境界がなく、四面が真っ暗で天地は一つの
塊りでありました。一つの塊りである時、開闢の創業が始まります。開闢の創業を申そう。開闢の時節、天は子か
ら開き、地は丑から開き、人の開きは寅から始まり、天の蓋が開き、地の蓋が開く時、上甲子年、上甲子月、上甲
子日、甲子の時に天地間は甑内の餅の層ように境界が出来ました。 
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と始めるもので最初の時、天地は一つの塊りで境界がなく混合状態にあったが、甲子の時に天地間は甑内の餅の層よ
うに境界が出来たと語る。ここでは神々がくっ付いている天地を分離するのではなく、ある瞬間、自ら割れたというも
のである。その内容は、「配布都業チム」として、①天地混合から始まり、天地分離と陰陽の融合による万物誕生などの
天地開闢が語られる部分と、「天地王本解」として、②天地王が地上に降臨、地上の聡明夫人と聖なる結婚をし、③その
間で生まれた大星王と小星王の兄弟が天上に昇り、父と邂逅、親子関係が確認され、④その兄弟による複数の日月整備
や彼ら兄弟によるこの世とあの世の分治までの過程を詳しく語る四部構成となっており、テキストによっては前者の「配
布都業チム」と後者の「天地王本解」のどちらかの部分を欠いている伝承も存在する。まずその内容を三部構成に沿っ
て紹介すればおよそ次のようである。 
 
Ⅰ 天地開闢 
（一）この世の始めには天と地がくっ付いていて区別がなく、四面も真っ暗で一塊りであった。天が開き、地が開き、 
人の世が開き、甲子の時に天と地の間に甑餅の層ように境界ができた。       〔天地混合と天地分離〕 
（二）天からは青露、地には黒露、中央には黄露が降り、これらが合水する際、天地人皇が誕生した。 
                      〔天地人皇の始まり〕 
（三）人皇が始まると天の東の方には青雲、西の方には白雲、南の方には赤雲、北の方には黒雲、中央には黄雲が浮か
び始めた。天には天皇鶏が首をあげ、地には地皇鶏が羽ばたき、人皇鶏が尻尾を振って鳴き、甲乙東方の方へ歯茎
を表し、やっと東方の天が明けた。東方の天が明けると、太陽が先に出てくるのか、星が先に出てくるのかの問題
があったが、星が先に出てきた。東方には明星、牽牛星が立ち、西方には明星、織女星が立ち、南方には老人星、
北方には北斗七星が創られた。                            〔星雲の始まり〕 
  以上の後、第二部の「天地王本解」で登場する〔複数の日月誕生と調整〕の話がここで次のように簡略に語られる
伝本も存在する。 
   先為星が始まり、この天に昼は太陽が二つ立ち、夜は月が二つ立つ時、昼は万民百 姓
ひゃくせい
が焼死し、夜は万民百姓
が寒さのため凍死する際、天の玉皇天地王が摂提地に妾を置き、大星王を創り、小星王も創り、百斤矢に百斤弓の
杖竹の重さを計り、百斤矢を射てヒュイヒュイと鳴り響き、後ろから現れた太陽一つを射て東海に捧げ、夜の月一
つを射落として西海に捧げ、そのお陰で、昼には太陽が一つ、夜には月が一つとなり、昼に焼け死にした百姓、夜
に凍死した百姓、住みやすくなり、日月の始まりを申そう。 
 
Ⅱ 天地王の降臨と聖婚 
（四）天地王はある日、「太陽を一つ呑み込み、月も一つ呑み込む夢」を見て、地上の聡明夫人に天の定めた縁を結ぼう
と降りていく。                                   〔天地王の降臨〕 
（五）聡明夫人はあまり貧しくて夕食を作る米がなかったので寿命
すみょん
長者の家に行って、一升の米を借りようとしたが、
長者はお米に砂を混ぜてくれた。聡明夫人はその米を何回も洗ってご飯を作ったが、ひと匙入れて砂を噛まされた
天地王は、寿命長者とその子供たちの悪行を知り、火徳真君や火徳将軍などを送って家に火を放す。寿命長者の娘
は柄の折れた匙で肛門を指して殺し、小豆の葉っぱをかじって食べていく虫に変身させ、寿命長者の息子は牛馬の
水を飲ませなかった罪で鳶に転生させ、嘴を曲げさせ雨が降った時には羽にくっ付いた水を飲んで暮らすようにす
る。                                    〔寿命長者の悪行と懲罰〕 
（六）天地王は聡明夫人と結婚日を定め、天の定めた縁を結ぶ。そして二人の兄弟の誕生を予言し、生まれてくる兄弟
の名は大星王と小星王と付けるようにし、形見として瓢箪の種二つをあげて昇天する。〔天地王の聖婚と昇天〕 
（七）予言通り聡明夫人は妊娠をして、二人の息子を生む。その兄弟は成人して書堂に勉強しに行くが、三千人の学者
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から「父無し子だ」と言われる。                            〔御子誕生と苦難〕 
（八）兄弟は母から「あなた達のお父さんは玉皇上帝の天地王なのだ」と教えられ、形見の瓢箪の種を播いてその蔓に
乗って天に登ってみたら、父は不在だったが、その蔓は王様の座る龍床に巻かれていた。〔御子昇天と親子確認〕 
 
Ⅲ 御子によるこの世の整備と分治（国譲り） 
（九）人間のこの世は二つの月と太陽が差して住める状況ではなかった。兄弟は父から千斤の弓、百斤の矢をもらって、
前から現れた太陽は残して置き、後ろから現れた太陽は射落として東海に投げ捨て、同じく前から現れた月は残し
て置き、後ろから現れた月は射落として西海に投げ捨てた。それから一つの太陽が東方から昇り、一つの月が西方
に沈むという原理が定まった。                        〔複数の日月誕生と整備〕 
（十）続いて兄弟は「この世を統治し、あの世を統治する方策を考えよう」と言って、二人ともこの世を治めようとす
る。そこで弟は欲張って兄に賭けごとを提案するが、経験豊かで有能な兄に負ける。今度は「花でも植え、よく咲
かせる者はこの世を統治し、枯れさせる者はあの世を統治するのはどうだ」と提案するが、兄の花はよく咲き、弟
の花は枯れてしまった。そこで弟はトリックを使って兄が眠りに入ると、兄の花を自分の方に移させ、自分の花は
兄の方に移動させて自分の勝ちとした。                      〔神々の統治権争い〕 
（十一）兄の大星王は、弟にこの世の統治権を譲りながらも、「人間の住むこの世は逆賊や泥棒が多くなるだろう。男性
も女性も自分の伴侶を捨てて他人に目を向けるだろう」と予言し、自分は「あの世を統治したい。あの世は綺麗で
秩序のある所なのだ」と言って、あの世の統治に入った。            〔この世とあの世の分治〕 
そして最末尾は 
大星王、小星王の創世の治業を語ろう。大別王の創世の治業を語り、十五、十五の聖人の創世の治業を語ろう。
天皇氏の十二人様、地皇氏の十一人様、人皇氏の九人様の創世のことを語ろう。天皇氏の創世事業、地皇氏の創世
事業、人皇氏の創世事業を語ろう。山の始め、水の始め、人の始めを語ろう。我が国の高句麗の臣下の初めのこと
を語ろう。王が誕生して国があり、国が誕生して王がいるものです。王の始め、国の初めのことを語ろう。祭庁（神
殿）の始めを語ろう。祭庁の始めが一番先で、初めの祭庁はどこであり、設備の備えた祭庁はどこであろう。 
と大星王、小星王や十五聖人の創世の治業を語る叙述を持って終了する。上記のように済州島の創世神話は、Ⅰ天地
開闢（〔天地混合と分離〕〔天地人皇の始まり〕〔星雲の始まり〕）、Ⅱ天地王の降臨と聖婚（〔天地王の降臨〕〔寿命長者の
悪行と懲罰〕〔天地王の聖婚と昇天〕）、〔御子誕生と苦難〕〔御子昇天と親子確認〕）、Ⅲ御子によるこの世の整備と分治（国
譲り）（〔複数の日月誕生と整備〕〔神々の統治権争い〕〔この世とあの世の分治〕）の三つの構成と十一のモチーフが抽出
できるものである。 
 
三 済州島の創世神話の伝承様相 
大林太良氏は『神話学入門』（中公新書、1966）においてドイツの民族学者カール・シュミッツの神話分類を次のように
紹介する。①だれがどのようにして世界を創造したのか？（宇宙起源論）②だれがどのようにして人類を創造したのか？
（人類起源論）③だれがどのようにして文化を創造したのか？（文化起源論）。氏は天と地に関する神話や天体やその
他の自然に関する神話、洪水神話その他の大災厄神話は宇宙起源神話の一部であり、大災厄神話の場合、人類の起源を
物語る限りにおいては人類起源神話の一部であり、原古の状態に関する神話はそれが原古における文化の起源を説明す
る限りにおいては文化起源神話であるとしている。しかし一つの神話には以上の三つが同時に語られる場合があり、三
者は密接な関連があると説く。さらに宇宙起源神話は創造神が何らかの方法で世界を創造したという形式を持つ「創造
型」と創造神の介入なしにある種の物質などから宇宙が自発的に発達したという形式を取る「進化型」が存在すると述
べる。そして、「宇宙の起源」として「天地分類」「宇宙の進化と卵」「死体から生えた世界」「世界の終わりと救世主」、
人類の起源として「男と女の創造」「植物と卵から」「神の死体から」「地中からの出現」「天からの降臨」「犬祖神話」「死
と生殖の起源」、文化の起源として「人と性と太陽」「文化英雄」のモチーフで分類し、その事例を紹介している。福田
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晃氏は「口承伝説と神話」（『別冊国文学・日本神話必携』学燈社、1982）において、民間伝承による神話研究の課題は、
神話独自の思想・概念によって民間説話を収集し、独自の体系を構築することになるであろうと説き、その分類の構想
を次のように提示している。①国土の起源（神々の国づくり、巨人神の足跡、神々の葛藤、神々の土地分け）②人類の
起源（夫婦の始まり、兄妹結婚、日光感精・卵生型、日光感精・英雄誕生譚、日光感精・昇天回帰型、日光感精・昇天
邂逅型、日光感精・控舟型、犬聟入り、蛇聟入り、天人女房）③文化の起源（火の始まり、穀物の始まり、家屋・舟・
道具などの始まり）。 
 本稿で取り上げる済州島の創世神話は、上記の国土の起源、人類の起源、文化の起源の三つが同時に語られる形式を
取っている伝承が主流をなしており、三者は密接な関連を持ちながら伝承されている。まず、済州島巫覡の総合迎神儀
礼「初監祭」のなかで語られる創世神話の諸本をあげれば次の通りである。 
①鄭ジュビョン・安サイン口誦「初監祭」（玄容駿『済州島巫俗資料事典』新丘文化社、1980） 
②李ジュンチュン口誦「（十王迎え）初監祭」（済州伝統文化研究所『一九九四年東金寧ジュンダンクル・大クッ資料集』2001） 
③徐スンシル口誦「（十王迎え）初監祭」（許南春『耽羅文化叢書 22 ドンボク鄭ビョンチュン宅 四王迎え』（済州大
学耽羅文化研究所、2008） 
④梁チャンボク口誦「初監祭」（許南春他『耽羅文化叢書 25 梁チャンボクシムバン本解』（図書出版報告社、2010） 
⑤朴ボンチュン口誦「初監祭」「天地王本解」（赤松至誠・秋葉隆『朝鮮巫俗の研究（上）』朝鮮総督府、1937） 
⑥文チャンホン筆写「初監祭本」（『風俗巫音』1929～1945） 
⑦高大仲口誦「あめつちの創め」（張籌根『韓国の民間信仰 資料編』金花舎、1973） 
⑧姜イルセン口誦「配布都業チム」（任皙宰「済州島で新しく得たいくつかのもの」『済州島』第 17 号、1974） 
⑨高チャンハク口誦「初監祭」（秦聖麒『済州島巫歌本解事典』民俗苑、1991） 
⑩姜テウク口誦「初監祭」（秦聖麒『済州島巫歌本解事典』民俗苑、1991） 
⑪金ビョンヒョ口誦「初監祭」（秦聖麒『済州島巫歌本解事典』民俗苑、1991） 
⑫金ドゥウォン筆写「「初監祭・天地王本」（『済州巫歌集』筆写本、1963） 
⑬韓センソ口誦「初監祭」（済州伝統文化研究所『1994 年東金寧ジュンダンクル・大クッ資料集』2001） 
⑭李ムセン口誦「天地王本」（秦聖麒『済州島巫歌本解事典』民俗苑、1991） 
 以上の創世神話の伝承は、済州島の巫覡によって現在でも語られる生きた神話であり、その内容は共通するところが
多い。しかし他の本解に比べ、各テキストは詳細な内容や文体、語り口、口誦順序などにおいてはかなりの変異が見ら
れる。これはおそらく生きた神話としての創世神話の機能が現代社会においてだんだん後退していることや、それによ
る伝承者の記憶忘れ、錯覚、誤誦などが作用したものと見られる。そこで次では各テキスト間の異同や伝承状況につい
て詳しく論じてみたい。 
 
Ⅰ 天地開闢 
天地混合と天地分離 
天地混合と天地開闢を語るモチーフはほぼどの伝本にも見られる。天地は初めくっ付いていて一括りの状態であり、日
月がなかったので昼夜の区別もなく真っ暗であったが、甑餅の層のように境界ができ、天地が自然に分離したという。
天地開闢の様子が「天には天皇鶏が首をあげ、地には地皇鶏が羽ばたき、人皇鶏が尻尾を振って鳴き、甲乙東方の方へ
歯茎を表し、やっと東方の天が明けた」と、巨鳥の天皇鶏、地皇鶏、人皇鶏が頭をあげ、鳴きながら、羽を羽ばたいて
新天地に飛ぼうとする姿として譬えられている。ここに登場する鶏は世界の神話によく現れるもので一種の宇宙的鶏な
のである。鶏が鳴いて宇宙が開闢するというのは東南アジア一帯で見られるもの（金憲宣「配布都業チム・天地王本解
に表れた神話的論理」（『比較民俗学』28）であり、日本でも鬼が夜の間、百の階段を築く約束を神様と交わし、ほぼ完
成したところで鶏が鳴いたため夜が開けたと勘違いした鬼が逃げだすという伝説や昔話が全国に広く伝承されている。
韓国でも明け方に鶏が鳴くと山から降りてきた猛獣たちは皆山に帰り、鬼たちもその姿を隠すと信じられてきた。また
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鶏は王権や太陽信仰にも結び付き、新羅の金王朝の始祖となった金閼智神話においては、白い鶏が鳴いてその始祖誕生
を知らせており、新羅の始祖王の朴赫居世の后である閼英の誕生時には鶏竜が現われ、左の脇より女の子を生んでおり、
その子は口だけが鶏の嘴のようであったと伝える。 
韓国の創世神話において天地分離は創造者によるものではなく、自然発生的になされる「進化型」が主流をなしてい
ると言えるが、⑦高大仲口誦本では、混合していた天地が甑の中の餅の層のように分離し、天が開ける際に地の力が衰
えたので、甲乙東方より甲子の聖人が湧き出て天の先をあげ、乙丑の方より乙丑の聖人が出てきて地の先を押し上げた
とあり、ここで甲子の聖人と乙丑の聖人は巨人的性格を持ち、天地開闢の助力者として登場しているが、これは「創造
神」が主体となって宇宙を作る行為に近いと言える。こうした創造神的性格は⑨高チャンハク口誦本にも見られる。「玉
皇の都守門将が見下ろすと四隅深く甑餅の（重なった）層のように天と地がくっ付いており、四隅が合水したかのよう
に（くっ付いており）、天地混合のことを再度告げよう。天地開闢の始まりを申そう。都守門将が片手で天を支え、残り
の片手で地下を抑えつけると、天の頭（蓋）は乾戊乾方子方から開き、地の頭は丑方から開きます」とあり、先の⑦高
大仲口誦本よりも玉皇の都守門将の天地分離の行為が積極的に行われていることがわかる。こうした創造神や巨人神と
しての聖人や都守門将の姿は韓国本土では弥勒神の行為として表れている。「天と地が生ずるとき、弥勒様が誕生すれば、
天と地とが相付いて離れず、天は釜蓋の取っ手の如く突き出て、地は四耳に銅の柱を立て」（「創世歌」〈孫晋泰『朝鮮神
歌遺篇』郷土文化社、1930〉）とあり、弥勒様が天と地を分離できる銅の柱を立てたというところからみれば弥勒神は巨
人神であり、創造神であることがわかる。⑦高大仲口誦本に登場する聖人は地中から湧き出たものとなっているが、大
林太良氏の分類モチーフの「地中からの出現」の趣向は一四五一年成立の『高麗史』（「地理二」）に記載されている耽羅
国（済州島）の創世神話にも見られる。 
其の古記に云ふ。太初人物無し。三神人地より聳出せり。其の主山に穴有り。毛興と曰ふ。是れ其の地なり。長
を良乙那と曰ひ、次を高乙那と曰ひ、三を夫乙那と曰ふ。三人荒僻に遊猟し、皮衣肉食せり。一日紫泥にて封蔵せ
る木函の浮かびて東海浜に至れるを見て、就て之を開きしに、函内に又一石函有り。一紅帯紫衣の使者の随て来る
有り。石函を開きしに青衣の処女三と諸駒犢、五穀の種と出現せり。及ち曰く「我は是日本国の使なり。吾が王此
の三女を生み云ふ。西海の中嶽に神子三人を降して、将に国を開かんと欲して配匹無しと。是に於て民に命じて、
三女に侍して以て来らしむ。爾宜しく配を作して以て大業を成すべし」と。使者忽ち雲に乗じて去る。三人は年次
を以て之れを分娶し、泉の甘くして土の肥えたる処に就きて、矢を射て地を卜せり。良乙那の所居を第一都と曰ひ、
高乙那の所居を第二都と曰ひ、夫乙那の所居を第三都と曰ふ。五穀を始めて播き、且つ駒犢を牧し、日に富庶に就
けり。 
この神話は済州島の良・高・夫の三氏の始祖神話であり、耽羅国の創世神話でもあるが、木の箱船に載って三神人の
伴侶が日本から耽羅国に渡ってくる点も興味深く、日本との交流や海を背景に暮らしてきた耽羅国の姿がこの創世神話
によく反映されていると言えよう。また三神人は矢を射て占って各自の住む都を定め、五穀の種を始めて播き、子牛を
育てたとあり、文化の起源を語る点も面白い。この創世神話は韓国本土の王朝神話のように天から始祖が降りてくるの
ではなく、地下の穴から湧き出るという点で大きくその趣向を異にするものである。先ほどの本解において、甲子の聖
人が湧き出て天の先をあげ、乙丑の方より乙丑の聖人が湧き出て地の先を押し上げたと語るのはこうした済州島創世神
の良・高・夫の三神が地下の穴から湧き出るものに対応するもので、済州島が韓国本土と違った文化圏に属していたこ
とを示すものと言える。 
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済州島（耽羅国）創世神の三神人が土穴から出てきたと伝わる「三姓穴」 
 
人類の起源 
天地人や星雲の始まりを語るのはほぼ全テキストに見られるものである。「開闢の時節、天は子から開き、地は丑から
開き、人の開きは寅から始まった」と、天地人が自然に発生したことを語るもので「進化型」に属する。これは十二支
干の時間の順序に従ってこの世の空間が形成されたことを述べるもので、韓国固有の思想ではなく、宋代の学者・邵雍
著『皇極経世篇』の中にある、「天開於子 地闢於丑 人生於寅」から移入されたものである（徐大錫「創世始祖神話
の意味と変異」〈『韓国神話の研究』集文堂、2001〉）。また創世神話では、天からは青露が降り、地からは黒露が湧き上
がってそれが合水し、水、川、山などの万物が出来始めたことを語る。また①⑦⑨の伝承では天と地が開闢してから天
と地の露が合水することによってやがて天地人が出来、⑨⑩の伝承では天地人以外にも鬼神（幽霊）や牛馬などが始ま
る方向が設定されている。これは陽と陰の結合、調和を意味するもので、生命の原動力であり、韓国において露は女性
の降り物を指す言葉として使われる場合があり、人間の性行為による子供誕生の原理を投影させたものと言えよう。露
は天から降りてきた神聖なもので、源初の生命力を保持した液体で水のシンボルとして表れる。水はあらゆる生命の根
源であり、浄化する力を持っていることから巫覡や民間信仰などでは神聖なものとして扱われてきた。高句麗の始祖神
話に登場する柳花は水神・河伯の娘で、天帝の子・解慕漱と結合することによって神聖な力を持つ始祖王の朱蒙を誕生
させており、新羅の始祖王・朴赫居世の后も井戸の鶏竜から生まれた神聖な存在であった。さらに巫覡による死霊祭の
「シッキムクッ」では藁で死者の模型を作り、巫覡はその模型に水をかけて洗い流す様子を実演しているが、これは神
聖な水でこの世での恨みなど不浄な物を洗い流し、死者を無事にあの世に送り届け、その再生を期待して行われるもの
であった。このように済州島の創世神話では人間を含め諸万物が自然に発生する「進化型」の形式を取っており、「創
造型」に表れる創造主による人間創造の行為は殆どと言えるほど見えない。しかし韓国の本土では次のような創世神話
が伝わっている（任皙宰・張籌根『関西地方巫歌（追加篇）』文教部、1966）。 
人がその昔創られる時、どこから出て来ましたか。天地の鴨緑山から黄土という土を集めて男性を作り、女性は
どのように誕生したのであろうか。女性を創りました。土が人になり、生きている間、土からあらゆる物を取り出
して召し上がり、生きて行き、死後は旅立ちして土に戻り、土の一部に加わりました。 
 右は天地の鴨緑山から黄土という土を集めて男女を作ったというものである。またその男女を創った者が誰なのか、
その創造主がはっきり示されていないが、確かに誰かによって創られたことは間違いないので「創造型」に属すると言
えよう。これと類似する伝承が中国の人類起源神話に見られる（伊藤清司『中国の神話・伝説』東方書店、1996）。 
   天地ができあがったが、まだ人間はいなかった。そこで女媧は黄土を手でこねて人間を一人一人作っていった。
だが、その仕事はなかなか重労働で、休まず続けても思うようにはできあがらなかった。そこで女媧は縄を泥の中
にひたし、それを引きあげて造ることにした。こうして縄から滴り落ちる泥がつぎつぎと人間になったが、黄土を
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丸めて造った人間が金持ちや高貴な人間になったのに対し、縄から滴ってできた人間は貧乏人や凡庸な人間となっ
た。 
 上記は女媧が黄土を手でこねて人間を創ったというもので「創造型」に属する。これはさきほどの韓国の伝承におい
て黄土という土を集めて男女を作ったというものと一致しており、韓国の上記の伝承は中国の人類起源神話の影響下で
成立したことが考えられる。聖書の『創世記』（月本昭男訳『創世記』岩波書店）では、神ヤハウェが大地の塵を持って
人の形を造り、その鼻に命の息を吹き入れて人となり、その男の肋骨で女を造り、その二人が結婚して人類の祖先とな
ったという兄妹結婚譚が記されており、泥が塵になっている違いはあるが、創造主による人間創造という点で韓国と中
国の伝承に類似する。また韓国の本土には次のような人類起源神話が伝わる。 
弥勒様が水と火の根本を知ったから、人間の話をやって見よう。弥勒様が片の手に（は）銀の盤（を）載せ、片
の手に（は）金の盤を載せ、天に祈祷すれば、天より虫落ちて、金の盤にも五つにて銀の盤にも五つなり。その虫
（を）成長させて、金の虫は男となり、銀の虫は女に作り、銀の虫と金の虫（を）成長させて、夫婦に作りて、世
の中に人間が生れたり。 
右は弥勒様が金銀の盤を手に載せて天に祈ると天から金銀の虫が落ち、その虫から男女が生まれ、二人が夫婦にな
って今の世の人間が誕生したという人類起源を語るもので、福田晃氏が分類した人類起源神話の「夫婦の始まり」に属
し、兄妹結婚神話の一つであると考える。金銀の虫から男女が生まれたというのは不思議であるが、依田千百子氏
（｢神々の競争―朝鮮創世神話とその構造｣）は、韓国創世神話には王朝起源神話に顕著に表れている「卵生」の要素を
結ぶものとして、｢天降の虫｣から男女が生まれ、その男女が結婚して人類の祖になるという創世神話をあげている。そ
して金銀の盤の上に天降った虫から男女が生まれ人類の祖になったという北部型の人類起源神話が伽耶や新羅王朝始祖
の天降卵生神話のモデルになったと説く。虫から人間への変身は進化論的な要素を含んでいるが、ここでの虫は原初的
な生命体をさす。情虫が育って人間になるという実際の科学の論理にも合致する。この神話において弥勒様は直接人間
を創ったのではなく、弥勒より上位の天神の力を借りてはいるが、弥勒様が人間を最初に創造したことは間違いなく、
人間の根源を天に求める思想に従ったものである。天から虫が降って人間になったという叙述から思い起こすのは、天
の虫である「蚕」である。日本の東北地方のイタコによって伝承される「オシラ祭文」は「蚕の本地」とも称され、馬
に恋をした金色姫が天に昇り、虫の姿として地上に降りて豊穣をもたらす蚕になるものである。姫君の行方不明に父が
嘆き悲しんでいると、一人の老人が現われ、「汝嘆く事の理也、汝が姫は、本より白羅神の事なれば本の神所に返る也、
是は天の蚕也。飼へ養へて、姫が嘆きをとどむべし」と語り、白き虫と黒き虫を取り出して長者の左右の袂に入れて消
えたのでその虫に桑の葉を与えて大事に育てた。最初は 圓
けむた
に入れて飼い、竹の子と名づけて竹の円座に入れて飼い、
父子と名づけて銀金の船に入れて飼うと子供がたくさん増えたと説く。これを先ほどの韓国本土の創世神話と比べて見
ると、「オシラ祭文」において「天から降った白き虫と黒き虫」「銀金の船に入れて飼うと子供がたくさんできた」とは
韓国の創世神話において「天より落ちた虫」「金の虫は男となり、銀の虫は女に作り」にそれぞれ対応するものである。
日本の「オシラ祭文」は、韓国済州島では「地蔵本解」として伝承されており（拙稿「韓国済州島の「地蔵本解」と日
本の「オシラ祭文（蚕の本地）」〈大韓日語日文学会編『日語日文学』第 50、2011〉）、ここでも地蔵姫は天に昇り、天
虫である蚕の種を持って地上に降りてくる。その蚕から出来た白い木綿は、創世神話の語られる済州島の「初監祭」に
おいて高さ六～七メートルほどの神竿にかけられ、天と地を結ぶものとして大事な役割を果たしており、創世神をはじ
め一万八千の神々はその木綿を通じて地上に降りてくるものである。韓国創世神話での天から降りた虫は巫覡の化身と
思われる弥勒様が天に祈って得た天の虫であり、その天の虫は天と地を結ぶ仲介的な存在であり、それが人間になった
というくだりは、こうした巫覡の創世儀礼と関連して理解する必要があろう。 
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Ⅱ 天地王の降臨と聖婚 
この世の悪党懲罰と地上混乱整備 
まず、天地王の降臨についてであるが、①安サイン口誦本では、天地王はある日、「太陽を一つ呑み込み、月も一つ呑
み込む夢」を見て、地上の聡明夫人と天の定めた縁を結ぼうと降りてくることになっている。これは日光に感精した姫
君が妊娠して太陽の子を生み、その子が王朝などの始祖に示現するというもので、日本をはじめ韓国、中国など東アジ
ア地域に広く分布するものである。しかし、他の伝本では日光感精のモチーフが見えず、また天地王の降臨を語らない
伝本（⑦⑧⑨⑩⑪）も存在する。①安サイン口誦本では天地王の降臨の理由が地上の聡明夫人と天の定めた縁を結ぼう
として降りてくることになっているが、諸本によってはその理由が少し異なっている。済州島の創世神話は天地王が地
上に降臨する理由や形態から次のように分類できる。1）「降臨悪行・悪行懲罰型」：天地王の降臨が先に行われ、後で
地上の寿命長者の悪行を知り懲罰するもの。2）「悪行降臨・悪行懲罰型」：寿命長者の親不孝や傲慢で無礼な悪行が先
に行われ、そのため天地王が降臨して懲罰するもの。3）「日月整備降臨型」：複数の日月出現とそれを整備するために
降臨するもの。これには天地王が降臨して御子に命令して日月を整備するもの、天地王は降臨せず、彼の命令で御子が
降臨して日月を整備するもの（「日月整備降臨Ａ型」）と、天地王や大星王・小星王に代わるものが日月を整備するもの
（「日月整備降臨Ｂ型」）がある。 
済州島の創世神話のテキストの中で①②③の伝承は、天地王の降臨が先に行われ、後で地上の寿命長者の悪行を知
り、懲罰する「降臨悪行・悪行懲罰型」に属する。①では天地王はある日、「太陽を一つ呑み込み、月も一つ呑み込む
夢」を見る。そこで地上の聡明夫人に天の定めた縁を結ぼうと降りてくるものとなっており、この神話は日光（太陽の
光）に感精した美しい姫君が子供を身ごもり、生まれた子供が父親を訪ね、その父親の試練に耐え、後、人類の始祖に
なるという、いわゆる「日光感精神話」に属するものと言えよう。創世神話ではこの世に住む寿命長者やその子供たち
の悪行を次のように語る。 
（天地王は）「けしからんことだ。けしからんことだ。寿命長者は貧しい人たちが米を貸してくれと頼んだら、白
砂を混ぜてあげ、黒砂を混ぜてあげ、小枡で貸して、大枡でもらいお金持ちになったということか」。寿命長者の娘
たちは、貧しい人に雑草取りを頼んで、その代価として（あげるべき）上等の醤類は自分たちが食べ、腐った醤類
は彼らに食べさせ、お金持ちになりました。寿命長者の息子たちは、牛馬に水を飲ませて来いと言われたら牛馬の
蹄に小便をして置いて、牛馬に水を飲ませてきたと嘘をつき、暮らしています。「けしからんことだ。寿命長者はけ
しからんやつだ」 
上記は天から降った天地王が聡明夫人の家を訪ねた時、貧しくても心優しいもてなしをしてくれた聡明夫人から寿
命長者の悪行を聞き、憤慨する場面である。ここで寿命長者はお米を他人に貸して悪い商法で高い利益を得る高利貸し
をして、その娘たちは人に雑草取りをお願いしてその賃金の代わりにあげるべき上等の醤類を搾取したり、息子たちは
神聖な動物を汚したりとするなど、その悪はきわまりないほどであった。 
済州島の伝承は善人の聡明夫人と対照させながら人間社会の悪の根源として寿命長者や子供たちの悪行をあげてい
る。この人間社会の悪は、天から地上に降って善人の聡明夫人と聖なる結婚をし、そこから生まれた子供たちが新しく
統治するこれからのこの世のためには必ず退治しなければならない悪であり、地上の混乱であった。そこで天地王はこ
の世の混乱をもたらす寿命長者を取り除く行為に出るのである。こうした趣向は日本の記紀神話において、これから降
臨する天照大御神の子孫のために、「中国はひどくざわめいているようだ」といって、これら荒ぶる神どもを服従させ
るために天菩比神や天若日子を大国主の統治する国に派遣するが失敗に終わり、最後に建御雷神の神を送って屈伏させ
たという叙述に響くものである。済州島の創世神話は天地王が地上に降って寿命長者の悪行を知り、寿命長者への懲罰
が成功する事例（懲罰成功型）があるが、日本神話のように秩序の整備が失敗に終わる伝承（懲罰失敗型）も存在する
（⑤朴ボンチュン口誦「天地王本解」）。 
   寿命長者の無礼で乱暴なことは言葉には表せないほどで、ある日、天主王に向かって「この世の中で私を捕まえ
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て連れて行く人はいないだろう」と言った。けしからんと思った天主王は無礼で乱暴な寿命長者を懲らしめようと
一万の兵士を連れて地上に降った。天主王が自分の頭に被る卷帽を寿命長者の頭に被せて苦痛を与えると、寿命長
者は奴婢を呼んで「頭が痛いから斧で自分の頭を砕けよ」と言った。これに驚き、これ以上対抗できない悪漢と思
い、天主王はそのまま天上に帰ることにした。 
 このように寿命長者は全知全能な天地王にまで無礼な言葉を吐いており、これは天地王の統治する国への挑発でもあ
る。この創世神話は話型としては 2）「悪行降臨・悪行懲罰型」に属するが、地上世界の悪の根源とも言える寿命長者を
懲らしめに天から降った天主王が彼の横柄さに驚いて、退治できずにそのまま天上に帰っている。このように地上の混
乱を起こす寿命長者の懲罰が失敗に終わる伝承は他にも⑫金ドゥウォン筆写「天地王本」や⑭李ムセン口誦「天地王本」
にも見える。ここでは地上の悪漢がスェメンイの名として登場するが、彼はお金持ちにも関わらず、親の生前、三回の
食事がもったいなかったのか、毎日お粥を作って食べさせた。五十歳になった母親が毎回のお粥だけではお腹が空いて
生きられないと言うと、息子は「人間の一代は三十歳までと言いますが、お母さんは今年で五十歳、人の倍を生きてい
るんですよ。もしあの世に行って忌日の食事をもらわないと約束したら、もと通りの食事に戻します」と言った。そこ
で母親はそうしたいといって息子に誓約書を書いて渡した。間もなく母親は六十一歳で亡くなった。葬儀も水一杯の供
え物で済ませた。師走の十五日だけは地獄では地獄門を開放して、子供の下に帰って供え物を食べてくるようになって
いるが、ある婆さんだけは帰らずに笛を吹いていた。閻魔大王は天地王にその理由を聞くように指示する。婆さんは、
現世での息子との約束のため帰れないというと、天地王はこの特別な日だけは息子も許すだろうから帰っても大丈夫だ
と答える。婆さんは無理矢理に勧められ息子の家に帰ったが、水一杯も出てこなかった。スェメンイ長者の悪行を知っ
た天地王は、先ずは地上に兵卒を送って捕えようとするが失敗に終わる。今度は天地王が直接兵卒を連れて人間世界に
降ってスェメンイを捕えようとするが、これも失敗に終わったというものである。ここでは最初地獄を司る閻魔大王が
司令神として天地王に指示しており、その天地王自身が直接スェメンイ長者を捕えに行かず、兵卒を送って懲罰を指示
するが、失敗する。そこで今度は天地王自身が直接退治に地上に降るが、これもまた失敗に終わってしまうのである。
天地王より上位の神として閻魔大王が設定されているのが興味深いが、⑥文チャンホン筆写本では、先ず閻魔大王は玉
皇上帝に、玉皇上帝は天地王に寿命長者の悪行を懲罰するように司令し、それによって天地王が地上に降る叙述となっ
ている。これには天地王より上位の神として玉皇上帝が設定されており、巫覡の信奉する道教の神からの影響が見受け
られる。こうした悪党に対しての懲罰には火を燃やして焼くなどの方法が使われている。寿命長者の行為が許せないと
思った天地王は、「霹靂将軍を送れ。霹靂使者を送れ。雷将軍を送れ。雷使者を送れ。火徳真君、火徳将軍を送れ」と言
って、家の路地の入口に柱をかけて置いて家に火を放して全滅させるのである。ここで注目すべきことは天地王が地上
の悪の根源である寿命長者を殺すために霹靂将軍や雷将軍、風水など、天上界の神であり、雷神などの気候を管掌する
神を派遣するという点である。この点は記紀神話において、天照大御神が建御雷神などを大国主神の統治する葦原中国
に派遣して平定させる趣向と響くものである。このように済州島の創世神話は、天地開闢が始まってからこの世は未だ
に秩序が確立されていないまま悪行が蔓延しており、その象徴的人物として寿命長者を登場させている。悪のシンボル
である寿命長者が存在する限りこの世は無秩序で人々は不幸である。天地王は新しく誕生してこの世を統治する御子の
大星王と小星王のため、この世の混乱を早期に整備し、地上の聡明夫人と聖なる結婚をする。二人の間で生まれた御子
は母親に父親の所在を聞き、父が残して置いた瓢箪（瓠）の種を蒔いてその蔓に乗って天に昇って父親と邂逅し、親子
確認の作業が行われる。瓠の蔓に乗って天に昇る趣向は、日光感精神話に属する、本土の「帝釈本解」（A1 型、父子邂
逅型、拙著『本地物語の比較研究ー日本と韓国の伝承からー』三弥井書店、2001）にも見えており、創世神話「天地王
本解」は日光感精神話の父子邂逅型に対応する形で展開されている。天と地が遮断された空間ではなく、縄や瓠の蔓な
どによって繋がっているという発想は古くは伽耶国や新羅などの始祖神話に見える。伽耶国の始祖神話では天から紫色
の縄が地面に垂れており、地面には六個の卵の入った金の箱があってその卵から伽耶国の始祖王が誕生することになっ
ている。天から降った卵から誕生した新羅の始祖王・朴赫居世の「朴」の名字は瓠と同じ意味として付けられたと言い、
新羅の金王朝の始祖・金閼智は木の上に掛かっていた金の箱から誕生するが、その際、紫色の雲が天から地に垂れてお
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り、その始祖を発見したのも倭人といわれる「瓠公」で彼の名前にも「瓠」の文字が付いている。民譚の太陽や月の起
源を語る「太陽と月になった兄妹」では虎に追われた兄妹が天に祈ると天から縄が降りてきて、兄妹はそれに乗って天
に昇り日月になる。天人女房譚の「仙女と樵」では主人公が瓠に乗って天に昇っており、済州島の産神本解ではこの世
の産神統治権をめぐっての争いの決着をつけるために主人公たちが縄に乗って天に昇っている。このように天と地は隔
離された空間ではなく、創世神や神々がその縄や瓠の蔓などによって自由に往来できる垂直空間として設定されている
のが注目される。済州島の創世神話での大星王と小星王も天と地の垂直空間を蔓に乗って昇り、天地王の息子として正
式に認められ、この世の統治権獲得のための第一歩を踏み出すのである。 
 
済州島（耽羅国）の創世神が碧浪国の王女を迎え、聖なる結婚を行ったとされる「婚姻池」 
 
Ⅲ 御子によるこの世の整備と分治（国譲り） 
複数の日月誕生と整備 
済州島の創世神話では、日月の複数出現によって人間のこの世は焼死や凍死する者が続出し、その混乱を整備するため、
父王の天地王の司令で大星王と小星王が地上に降臨する。これは前述の３）「日月整備降臨型」に属するものである。こ
れには天地王が直接人間界に降臨し、御子に命令して二つずつの日月を整備するもの、天地王は降臨せずその命令を受
けた御子が降臨し、二つずつの日月を整備する「日月整備降臨Ａ型」と、天地王や大星王・小星王に代わるものが整備
する「日月整備降臨Ｂ型」が存在する。「日月整備降臨Ａ型」に属するものとしては⑤⑥の「初監祭」と⑦⑧⑨があり、
「日月整備降臨Ｂ型」に属するものとしては⑩⑪⑫の初監祭が存在する。ただし⑬は３）「日月整備降臨型」と「悪行降
臨・悪行懲罰型」の混合型と言えるものである。 
先ず「日月整備降臨Ａ型」に属する⑤の伝承を見ると、天地開闢後、今の世の中をそのまま放置すれば真っ暗で昼夜
の区別が付かなかった。そのとき南方国の日月宮の御子である青衣童子が地上から湧き出る。彼の姿は前の額と後の額
に目が二ずつ突き出ていた。天より都守門将が降りてきて青衣童子の前額の目の二つを取って玉皇に祈ると太陽が二つ
出来、後額の目二つを取って玉皇に祈ると月二つが出来た。そのためこの世は明るくなった。しかし天には太陽が二つ
立ち、月が二つ立ったので、人間世界では昼は焼死し、夜は凍死する者が続出した。それを見た天地王は二ずつの日月
を整備するためこの世に降臨するが、日月整備の仕事は行わず、地上のパチ王と結婚、妊娠させてそのまま天上に帰っ
てしまった。その後、生まれた大星王と小星王は父親を訪ね天上に昇り、人間世界は太陽二つ、月二つが立って焼死者
や凍死者が続出していて大変なことになっていると父王に報告する。そこで父から重さ千斤の鉄矢と弓を授かり、日月
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をそれぞれ一つずつ射落とすように命じられる。大星王が太陽を一つ射落とすと東海の東山から登る明星が出来、小星
王が月を一つ射落とすと西海に消える朧星になった。そのためこの世の混乱は収まり明るくなったと説く。太陽を弓矢
で射落とす神話は、インドネシア族・タイ・支那族・トルコ・モンゴル族・日本・西部インディアン族に分布している
（岡正雄「太陽を射る話」〈大林太良編『現代のエスプリ 神話』1967･2）が、台湾やボルネオなどのものは二つの日月
を主人公の遠征によって射落とすことや、射陽神話が天地分離神話と結び付いている点で済州島の創世神話に近似する
（玄容駿「済州島開闢神話の系統」〈済州島研究会『済州島研究』第 5、1988〉）。ここで天より都守門将が降りてきて青
衣童子の前額の目二つを取って玉皇に祈ると自然に日月がそれぞれ二つずつ発生したというのは面白いが、これは記紀
神話において黄泉国の穢れにあったイザナキの神が左の目を洗ったら天照大御神、右の目を洗ったら月読神が出現した
という叙述に通じるものである。また天地王が地上に降臨するのは寿命長者の悪行を懲罰するためではなく、複数の日
月が立って大混乱が起きている地上世界を整備するためであったが、その本来の目的を忘れたのか、地上の女性と結婚
だけをし、そのまま天上に帰ってしまう叙述になっている。これは天照大御神が荒ぶる神どもによって混乱が起きてい
る葦原中国を服従させるために天若日子を派遣するが、その本来の目的は果たさず、大国主神の娘・下照比売と結婚し
て地上に住む趣向と響くものである。さらに重さ千斤の鉄矢で大星王と小星王が二つずつ立っている日月を一つずつ射
落とすのは大星王と小星王の巨人神的性格を表すものである。また天より都守門将が降りてきて青衣童子の前額の目二
つを取って玉皇に祈ると日月が二つずつ出来たとあるが、⑨の伝承では東方から青衣童子の盤古氏が湧き出て、彼の前
後の額にはそれぞれ目が二つずつあり、玉皇の都守門将が前後の額の目を取って二つずつの日月を創ったとある。⑤で
は玉皇と都守門将が別々の人物になっているのに対して、ここでは玉皇と都守門将が同一人物として描かれており、日
月の創造が別の神に頼む形でなされるのではなく、創造主が直接作るという点で⑤の伝承よりは積極性が見受けられる。
⑤の伝承は天地王が地上の女性と結婚し、そこから生まれた御子が日月を整備するものであるが、天地王の結婚のモチ
ーフを欠き、御子の結婚をめぐる日月の複数出現を語る伝承もある。 
⑦の伝承は天地開闢後、この世は夜も真っ暗、昼も真っ暗で混沌状態が続いていたが、天主王（天地王）の息子が甲
午王の娘と結婚する際、お礼として天に太陽も一つ、月も一つを送り出そうとした。しかし息子たちの母親である地府
王は嬉しさのあまり、一つの天に日月をそれぞれ二つずつ送ってしまい、人間は焼死、凍死することになった。そこで
大星王と小星王が重さ千斤の矢と百斤の弓を自ら作り、日月をそれぞれ一つずつ射落として東海や西海に捨てることに
よってこの世の混乱が終息したことを語る。ここでは他の伝承に見える天地王と地府王の結婚する場面や司令神として
の父親の存在はなく、二神はすでに夫婦になっている。代わりに息子が結婚することになっており、二人の兄弟をめぐ
る複数の日月出現が彼らの結婚と関わって展開されるのが特徴である。また結婚するお祝いとして二つずつの日月を送
り出して焼死や凍死の混乱がこの世に起きたとするのも、天地開闢後、自然に複数の日月が出現してこの世が混沌状態
に陥いたとする伝承と違う趣向と言えよう。 
今まで述べた伝承は日月の整備事業が兄弟の協力で行われることになっているが、これとは違って兄弟間の対立のた
め、日月が複数出現する伝本も存在する。⑧の伝承では天地が開いた後、盤古氏は後額に太陽を二つ立たせ、広徳王は
月を二つ立たせ、人間は焼死、凍死するはめになった。そこで徐プンソンイという人が玉皇に訴え、玉皇の天地王の息
子である大星王、小星王、ドリムマヌラの三兄弟が地から湧き上がった。長男の大星王はこの世、次男の小星王はあの
世を統治し、三男は人間ドリムマヌラになるように命じられるが、小星王はあの世の統治を拒否する。そこで天地王は
茂る花（環生花）を咲かせる人はこの世、萎れる花（悪心花）を咲かせる者はあの世を統治するように指示し、そこで
兄の大星王が勝利を収めることになる。すると小星王は納得せず兄に寝る競争を提案し、早く起きる人がこの世、寝坊
して遅く起きる人はあの世を治めることにしようと言った。深寝入りをせず狐寝入りをした小星王は、兄の大星王が寝
る間によく咲かせた花甕を取り替えて自分の勝利にした。心の優しい兄の大星王は自分があの世を統治するが、この世
には日月が二つずつ立ち、鬼神と人間が一緒に住む国になり、獣が話をし、泥棒や人が言い争って敵が多くなるだろう
と予言した。小星王がこの世を統治すると予言通り、日月が二つずつ立ち、人間は焼死、凍死したり、泥棒や人が言い
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争って敵が多くなったりした。鬼神が呼ぶと人間が答え、人間が呼ぶと鬼神が答え、獣が話をしたりした。そこでこの
世の統治に自信をなくした小星王は「お兄さんがこの世を治めてほしい」とお願いする。大星王は「それも出来ない人
がなぜこの世を統治したい」と言ったのかと叱りながらも、弟の統治に協力する考えを伝えた。大星王は弓射り名人を
地上に送って千斤の矢と百斤の弓で二つずつの日月を整備した。それからは鬼神が呼ぶと人間が答え、人間が呼ぶと鬼
神が答え、獣が話をしたりするなどの混乱は収まり、鬼神と人間、人間と獣との区別が付くようになった。以上では先
ず天地開闢後、盤古氏と広徳王が複数の日月を立たせたため、この世は混乱していることを語る。その後、小星王が不
正な方法を使ってこの世の統治権を奪ったため、大星王の予言通りこの世は日月が二つずつ立ち、人間は焼死、凍死し
たり、泥棒や人が言い争って敵が多くなったりしたと、元来あった複数の日月を再登場させ、その混沌はあくまで小星
王の悪によるものであり、小星王はその複数の日月も整備できない無能な統治者として描かれている。それにも関わら
ず兄の大星王は弟のお願いに対して二つずつの日月を整備してあげる寛大さや優しさを見せている。日本神話において
もスサノオノ命が姉の天照大御神とのうけひ競争での勝ちに乗じて、田の畦の壊しや田に水を引く溝を埋めたり、新嘗
の神事を行う神殿に糞をひり散らして汚すなどの悪行をしたのに対して、天照大御神は弟を咎めないで、「酒に酔ってへ
どを吐き散らそうとして、わが弟君はあのようなことをしたのであろう」などと、寛大な心で対処する趣向に近似する。
大星王は弟の不正な方法の結果によってあの世を統治してはいるが、この世はまだ小星王が犯した罪によって人間の悪
が存在しており、その統治の領域がこの世まで及んでいることを間接的に示すものである。これは先ほどの天地開闢後
に自然な形で複数の日月が立ち、結婚のお祝いとして複数の日月を送り出したため混乱を起こす叙述とは異なる趣向で
ある。また司令神の天地王から、長男の大星王はこの世、次男の小星王はあの世を統治し、三男は人間ドリムマヌラに
なるように命じられるが、これに反して次男の小星王が父王の命令に逆らう叙述は記紀神話においてスサノオノ命が天
照大御神の分治命令に従わない趣向と似通っている。また⑫⑭の伝承の場合は、⑧の伝承と似たような展開を見せては
いるが、天地開闢後の最初に生じた混乱による複数の日月出現を語るのではなく、不正な方法で兄の世を奪った罪によ
って日月が複数出現し、そのためこの世は真っ暗になる。その混沌としたこの世を無能な小星王の力では整備できない
こととなっており、そうした意味で⑫⑭の伝承は小星王の悪によるこの世の混乱が強調されていると言えよう。このよ
うに済州島では複数の日月の出現によるこの世の混乱は、弟の小星王が不正な方法で兄の大星王の統治すべき国を奪っ
たことが原因であった。韓国本土では統治権獲得争いが済州島のように兄弟ではなく、弥勒と釈迦との花咲かせ競争に
よる統治権争いになっている（「聖人
せ ん
クッ」、任皙宰・張籌根『関西地方巫歌（追加篇）』文教部、1966）。 
 弥勒様が言うには、「釈迦様よ、起きなさい。目を覚まして下さい。この世の獲得競争をしたのに、私の世を奪っ
ていったのだ。私の天地を奪っていったのだ。私の国を奪っていったのだ。釈迦様よ、私はこの世を譲って去るが、
君の世になったら、人間は粟のようにつまらなく、生まれた日から盗賊のような心をいだき、一つの空に月が二つ
立ち、一つの空に太陽が二つ立ち、夜は三尺三寸の足が凍り、昼は三尺三寸の足が焼け、人間は凍死し、焼死し、
生きた人間は粟の殻のようにつまらないのだ。人間が盗賊と同じ心をいだき、十里のところでは奸賊が現われ、五
里のところでは泥棒が現われ、家ごとに悪い人間が生まれ、（中略）釈迦様の時代になると、予想通り一つの空に太
陽が二つ立ち、月が二つ立ちました。 
このように本土の創世神話では弥勒と釈迦の争いでトリックを使ってこの世を奪った釈迦の悪からくる混乱として
日月が二つ立つものとなっており、その点では前述した済州島の⑫⑭のテキストに近い。複数出現した日月を除去する
方法を探して釈迦は長い旅をし、その過程で狩りや火食の起源など様々な文化起源が語られる。釈迦の苦難の長い旅は、
西天国の寺院に着き、そこのお坊さんとの出会いによって終息を迎える。釈迦の苦難の旅は済州島の天地王本解におい
て兄弟が父親を訪ね天上に昇り、二つずつの日月出現による地上世界の混乱を報告する趣向に近似する。釈迦が二つず
つの日月で人間が焼死、凍死し、それを取り除く方法を聞くと、三千個の玉をびっしりと繋いだら複数の日月の整備が
できるという。釈迦はその方法を婦女たち、火蟻に聞いて解決し、完成させた三千個の玉を仏様に奉納して二つずつの
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日月を整備し、この世の混乱は収まったのである。 
各界分治後の二つずつの日月出現によるこの世の混乱と整備は、日本神話において天照大御神とスサノオノ命の争い
の結果による天照大御神の天岩戸隠れ（日食）や復活に構造的には対応し、太陽の異変である点では一致している（依
田千百子前掲論文「神々の争いー朝鮮の創世神話とその構造」）が、韓国神話の二つの日月の出現と日本神話の天岩戸隠
れのモチーフは正反対の趣向なので直接対応するものとは言えない。しかし、次に紹介する創世神話は日本神話の「天
岩戸隠れ」に対応するもの（「三太子プリ」、任皙宰・張籌根『関西地方巫歌』文化財管理局、1966）として注目される。
不正な方法で釈迦にこの世の統治権を奪われた弥勒様は、釈迦の時代になると、貴族が賎民、賎民が貴族になり、食べ
る物や着るもの、男女老若の序列も無くなり、路上には乞食が溢れ、また一つの国に王が複数以上いて争いや混乱が起
きることを予言した。釈迦にこの世を譲りながら弥勒様は日月を取って筒の袖に隠して置き、水と火も地下宮に監禁し
てから昇天した。弥勒の予言通り釈迦の時代になると、この世は日月、北斗七星、明星、三太星などの天体に異常が生
じ、この世は真っ暗で人々は前後にこけたりするなどの混乱が起きた。そこで釈迦はチェ道士を呼び出し、日月をどこ
に隠したのかと聞く。チェ道士が知らないと答えると、鞭で体を打って自白させる。チェ道士が筒の袖から日月を取り
出して置くと、この世はもと通りの明るさを取り戻し、昼は太陽、夜は月が立ったのである。韓国創世神話のほとんど
は、二つずつの日月の出現によるこの世の混乱とその整備によってこの世の秩序の回復を述べているが、ここでは日月
の隠れやそれによるこの世の混乱と回復を説いており、こうした日月の隠れによってこの世の混乱が招来され、再び復
活する形態を取る文献説話としては、『三国遺事』巻一所収の「延烏郎と細烏女」が存在する。岩石に乗り日本に渡って
王と妃になった延烏郎と細烏女であるが、彼らが去った新羅では日月が光を失い真っ暗な状態であった。そこで使者を
派遣して彼らを連れ戻そうとすると、帰国は断れたものの、細烏女が作ってくれた薄絹で天を祭り、それによって日月
の光を取り戻したというものである。この神話では日月が隠れたという叙述は見えないが、延烏郎と細烏女は日月の象
徴であり、彼らが岩石に乗って日本に渡ることによって新羅では日月の光を失ったというのは、日本神話においてスサ
ノオノ命の乱暴に驚いた天照大御神が天岩戸に隠れることによって世界が闇に包まれる趣向と対応すると言えよう。韓
国神話のなかで二つの日月の出現によるこの世の混乱とそれへの整備を語る趣向は日本神話の天岩戸隠れのモチーフと
正反対の趣向なので直接対応するものとは言い難い。それよりは弥勒様が日月を筒の袖に隠して置くことによってこの
世の混乱が起き、それを取り戻すことによってこの世に光が復活することを述べるテキストの方が天照大御神の天岩戸
隠れや復活を語る日本神話に近いと言えよう。 
 
神々の統治権争いと分治（国譲り） 
謎解きや花咲かせ競争などを通じてこの世の統治権を決めようとする神々の統治権争いやその結果によるこの世の混乱、
そしてこの世とあの世の分治を語る神話はほぼ全テキストに見られる。天に昇った大星王と小星王兄弟は父王の天地王
から兄の大星王はこの世、弟の小星王はあの世を治めるように命じられる。日本神話においてイザナキの命は天照大御
神には高天原、月読神には夜の国、須佐野男命には海原の統治を命じたが、須佐野男命だけは命令に逆らって天照大御
神を訪ねてうけひ競争をするように、慾張りでこの世を治めたい小星王は兄の大星王に謎解きや花咲かせ競争に勝った
人がこの世を治めようと提案する。いわゆる兄弟神の統治権争いである。しかしその謎解きや花咲かせ競争の伝承状況
はテキスト間で必ず一致するものではなく、多様性が見られる。先ず、兄弟は「この世を統治し、あの世を統治する方
策を考えよう」と言って、二人ともこの世を治めようとするのは諸本とも一致している。しかし、④⑤⑦⑧⑫⑭の伝承
は司令神として父王の天地王は大星王と小星王兄弟に、兄はこの世、弟はあの世の統治を命じるが、小星王は欲張って
その命令に従わず、兄の大星王に謎解き競争で決めようと提案する。韓国本土の場合は、済州島のように兄弟によるこ
の世の統治権争いではなく、すでにこの世の主として弥勒が統治している領域に後から釈迦が侵入してきて領有権を主
張するものである。その紛争の決着をつけるため、済州島では小星王が謎解き問題を出すと大星王はそれを受けて即時
に答え、その答えに対してまた小星王が反論したりするなどの問答式が中心となっている。その問答方式は①質問（弟）
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→答え（兄）→反論（弟）、兄負け→②質問（弟）→答え（兄）→反論（弟）となっており、二回の受け答えを経て弟の
小星王の勝ちとするものが主流をなしているが、⑦の伝承では、①質問（弟）→答え（兄）→②質問（弟）→答え（兄）
→③質問（弟）→答え（兄）となって三回の受け答えを経て兄の勝利とする。ほとんどの伝承が弟の小星王が先に謎解
き質問をするが、①の伝承では①質問（兄）→答え（弟）→反論（兄）、弟負け→②質問（兄）→答え（弟）→反論（兄）
→③質問（兄）、弟負けとなっており、兄の大星王が先に質問し、弟の小星王が答え、それを受けてまた兄が反論した結
果、問答の三回目にやっと小星王が敗北を認める叙述となっている。本土の場合も弥勒と釈迦の賭け事で釈迦が勝つ伝
承と弥勒が勝つ伝承とに分かれる。釈迦が勝つ伝承（姜春玉氏口誦「聖人
せ ん
クッ」、任皙宰・張籌根『関西地方巫歌（追加
篇）』文教部、1966）は、①釈迦提案・問題作成→釈迦負け→②釈迦提案・問題作成→弥勒負けとなっており、一回目の
賭け事で負けた釈迦は納得せずさらなる賭け事を提案してきて成功を勝ち取るのである。これに対して弥勒が勝つ伝承
は、「お前が私の世を奪おうとするなら、お前と私と賭け事をしよう。汚く穢らはしいこの釈迦よ、然らば、東海中に私
の金瓶は金のつなにて吊るし、汝の銀瓶は銀のつなにて吊るし（中略）、私の瓶のつなが切れたら汝の世になり、汝のつ
なが切れたらまだ汝の世でない（という弥勒様の言葉のあと）東海中にて釈迦のつなが切れた」（金サンドリ口誦「創世
歌」、孫晋泰『朝鮮神歌遺篇』郷土文化社、1930）と、弥勒が賭け事を提案し、問題作成をしてその解決を求めるが、こ
れに釈迦は負ける。その進行方法は、①弥勒提案・問題作成→釈迦負け→②釈迦提案・弥勒問題作成→釈迦負けとなっ
ており、一回目の賭け事で弥勒が勝ったが、それに納得しない釈迦は腹を立て、やり直しを提案するがそれでも釈迦が
負けることになっている。済州島にしろ本土にしろ、謎解きや賭け事問題は先ずは二つ出されるのが主流をなしている。
これに納得しない釈迦に対して弥勒は、「汝と私とが一つの部屋に寝て、牡丹の花がぼつぼつ咲いて、私の膝に昇れば私
の世であり、汝の膝に昇れば汝の世である」と言い、三回目の挑戦として花咲かせ（寝る）競争を釈迦に提案し、寝る
間に釈迦はよく咲かせた弥勒の花を自分のものとすり替える不正な方法を使って勝利を勝ち取るのである。花咲かせ競
争によりこの世の分治を決める統治権争いは、鹿児島県大島郡や沖縄本島の那覇市、中頭郡、具志川市、沖縄先島八重
山郡などに伝承されており（福田晃氏『日本伝説大系』第１５、みずうみ書房、1989）、韓国との関連についてはすでに
大林太良氏（「ミロクボトケとサクボトケ」〈『伊波普猷全集』月報九、平凡社、1975〉）、山下欣一氏（「巫歌をめぐる問
題」〈『東北アジア民族説話の比較研究』桜楓社、1978）、依田千百子氏（前掲論文）、丸山顕徳氏（「民間説話における沖
縄・韓国・日本本土の比較」〈『民博通信』15、1981）などによって研究が進められている。済州島の場合も韓国本土と
同じように合計三回の問答が主流をなしている。三回目の賭け事や謎解き問題はどちらも寝る間の花咲かせ競争という
点で共通している。こうした三回にわたっての謎解きや賭け事競争は、高句麗や新羅、伽耶の建国神話などの国譲り神
話にも反映されており、これについてはすでに依田千百子氏が詳しく述べている（前掲同論文）。済州島の天地王本解で
は、「可憐な兄よ、では花でも植え、毎年衣替えをし、よく咲かせる者はこの世を統治し、枯れさせる者はあの世を統治
することにするのはどうでしょう」と、欲張った弟の小星王はこの世の統治権を獲得しようと、兄の大星王に花咲かせ
競争を提案する。しかし小星王が咲かせた花は悪いことをもたらすとされる「悪心花」であり、大星王が咲かせた花は
この世の統治権のシンボルであり、赤ちゃんの授かりを占ったり女性の出産を助けたりする、「生仏花」であった。これ
は日本神話の天照大御神とスサノオノ命とのうけひの競争で、スサノオノ命が剣や髪などを噛んで吹きだして五柱の男
神や三柱の女神を生み、「私の心が清く誠実なので女神を得た。私が勝った」という、うけひ競争が出産と関わって叙述
される趣向に響くものである。花咲かせ競争で不正な方法を使ってこの世の統治権を獲得した釈迦に対して弥勒は、こ
の世の混乱を予言する。本土の田ミョンス口誦「創世歌」（孫晋泰『新家庭』1936）では弥勒が去った後、「日月星辰が
姿を消した。真っ暗な国になったのだ」と日月が姿を消すことによって真っ暗になったこの世の混乱を述べている。ま
た鄭雲鶴口誦「三太子プリ」（任皙宰・張籌根『関西地方巫歌』文化財管理局、1966）では、弥勒様が日月を取って筒の
袖に隠して置いて昇天したため、この世は真っ暗になるなどの混乱が起き、それを取り戻すことによってこの世に光が
戻ることになっており、日本神話の天照大御神の天岩戸隠れ神話にきわめて近似するものとなっている。こうした天岩
戸隠れ型神話に対して、済州島の伝承では、複数の日月の出現によるこの世の混乱を伝えるテキストが数多く見られる。
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本土では花咲かせ競争で不正な方法を使ってこの世の統治権を獲得した釈迦に対して弥勒は、「釈迦様よ、私はこの世を
譲って去るが、君の世になったら、人間は粟のようにつまらなく、生まれた日から盗賊のような心をいだき、一つの空
に月が二つ立ち、一つの空に太陽が二つ立ち、夜は三尺三寸の足が凍り、昼は三尺三寸の足が焼け、人間は凍死し、焼
死し、生きた人間は粟の殻のようにつまらないのだ」と、複数の日月出現などによるこの世の混乱を予言し、この世を
弟の小星王に譲って、自分はあの世の統治のため去っていくのである。しかし、あの世とはこの世と断絶された空間で
はなく、天地王のいる天上とするテキストがいくつか存在する。⑦の伝承では「私はあの世の法を受け持つために玉皇
上帝（天地王）のもとに昇って行く。弟のお前はこの世を統治するように」と、あの世が玉皇上帝のいる天上世界に位
置付けられている。日本神話においてスサノオノ命が海原の統治を命じられ泣きわめき、亡き母のいる根国に行きたい
というように、③の伝承では「お前は母のいるこの世を統治することになるが、私は父の国を訪ねてあの世に行きたい」
と、大星王は雲に乗って天上に昇り、父王の龍床の椅子に座るのである。この趣向は②のテキストにも見えており、こ
れは大星王が父の天地王に代わって天上の世界を引き継いで治めることを意味するものであり、地上とあの世（天上）
とが垂直関係につながっているという観念である。韓国本土では弥勒の予言通り、弥勒の去ったこの世は複数の日月が
立ち、人間世界は焼死し、凍死する者が続出するなどの混乱に陥る。そこで釈迦は混乱の原因となる複数の日月を整備
するため、長い旅に出るが、その旅程の前後にまた死体化生や火に起源、水の起源などの様々な文化起源が語られるの
である。 
 
おわりにー火の起源や水の起源などの文化起源を語る創世神話 
死体から岩や松が出現し、悪人の寿命長者の骨や肉から蚊・蠅・南京虫・蚤が発生する死体化生モチーフは済州島や本
土の一部の創世神話に存在するが、火の起源や水の起源などを語る創世神話は済州島よりは、本土の伝承に見られる。
この世の統治権をトリックを使って獲得した釈迦は複数立っている日月を整備する方法を探して旅をするが、その路程
で、杖を投げて鹿を殺して狩りをする「狩りの起源」や、狩りした鹿を火に焼いて食べる「火食の起源」が語られる。
また釈迦が鹿肉の食いちぎったものを口から吐くと、大魚・小魚などができ、口にくわえた鹿肉を甕に吐き散らすと青
燕、黒燕、鶴の飛ぶ鳥となり大空へ飛んで行った。さらに八万三千の地球全体に吐き散らすと、這う獣、走る獣、ノル、
鹿、虎、狼になったと、鳥の起源や獣の起源が説かれるのである。釈迦の旅は続き、東海江東龍王国を経て、ある寺院
に着き、老僧に二つずつの日月を整備できる方法を聞く。老僧は三千個の玉を使いその玉をびっしりと繋いだら二つず
つある日月を一つずつ射落とすことが可能だと言う。釈迦はその難題を解決するため、先ずは婦女たち→セシ娘→火蟻
の順番で聞き、火蟻の助力でその難題を説き、複数の日月を整備し、この世の混乱を収めることになるのである。しか
し日月は整備できたが、「人間に火と水がないとどうやって生きていくのだろう」と言い、先ずはハツカネズミを捕まえ
て体を三回打って聞くと火の根源を教えてくれた。次は青蛙を捕まえて体を三回打つと天台山の中の土壌を三尺三寸の
深さまで掘ると、水の根源がわかります」と、青蛙から水の根源を教えてもらうのであった。また別本では弥勒様が誕
生したばかりの時、人間は火を通さず生の物を食べていた。そこで弥勒は「これではいけない。我れ斯く誕生して、水
の根本、火の根本、私の外には探し出せる者がない」と言って、水や火の根源を探し求めて旅に出る。弥勒は最初草飛
蝗を捕え出し、刑台に置いて、膝の骨を叩き出し、「これ見よ草飛蝗よ、水の根本、火の根本を知らないか」と聞き、次
は草蛙→二十日鼠の順番で聞き、ハツカネズミは天下の米櫃を所有できる交換条件で弥勒様に火や水の根源を教えるの
であった(前掲 金サンドリ口誦「創世歌」)。このように釈迦と弥勒はこの世の混乱を解決するために自分の力だけで
はなく、草飛蝗・草蛙・ハツカネズミなどの生物の力を借りている。時には人間にとって一番大事な米櫃の支配権をハ
ツカネズミと共有する道まで選びながら火や水の根源を求めている。ではこのような創世神とハツカネズミとの取引を
どのように理解すれば良いのか、今後検討すべき課題であるが、弥勒は生食の代わりに火食の道を選んで人間社会や宇
宙の混乱を解消しようとしたのであろう。鼠と火との関係は古く、日本神話では大汝神がスサノオノ命から蛇の洞穴、
ムカデと蜜の洞穴に入れられるなどの試練を経て、火の放った野中の鏑矢を拾って来るように命じられ、鼠の助けで無
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事に火難を逃れたと伝える。 
以上のように、韓国の創世神話は国土の起源、人類の起源、文化の起源の三つが同時に語られる形式を取っている伝
承が主流をなしており、三者は密接な関連を持ちながら伝承されるものであった。またその創世神話は本土では、一部
の地域に偏って伝承されるものであるが、済州島の場合は儀礼をともなう生きた神話として巫覡たちによって豊富に伝
承されるものであった。済州島の創世神話は巫覡が一万八千の神々を呼び降ろして行う「初監祭」という神祭で機能す
る生きた神話である点できわめて重要な意味を持っており、それは儀礼を伴わない、人の手によって書かれた記紀神話
などの始原の姿を類推するのに役立つものであった。 
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